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平成２３年第３回（９月）岬町議会定例会第３日会議録 

 

○平成２３年９月２８日（水）午前１０時３０分開議 

 

○場 所   岬町役場議場 

 

○出席議員 次のとおり１４名であります。 

  １番 川 端 啓 子   ２番 鍛 治 末 雄   ３番 奥 野   学 

  ５番 出 口   実   ６番 竹 内 邦 博   ７番 小 川 日出夫 

  ８番 竹 原 伸 晃   ９番 田 島 乾 正   10番 中 原   晶 

  11番 道 工 晴 久   12番 豊 国 秀 行   13番 和 田 勝 弘 

  14番 辻 下 正 純   15番 反 保 多喜男   

 

  欠席議員 ０ 名 

  傍  聴 ０ 名 

 

○地方自治法第１２１条の規定により本会に出席を求めた者は次のとおりであります。 

町 長 田 代   堯 総務企画部理事 谷 下 泰 久 

総 括 理 事 笠 間 光 弘 しあわせ創造部理事 岡 本   茂 

総務企画部長 中 口 守 可 会計管理者兼理事 渕 原 義 仁 

直轄理事兼総務 

企画部理事兼 

財政改革部理事 
中 村 光 延 直轄副理事 保 井 太 郎 

財政改革部長 白 井 保 二 総務企画部副理事 中 田 道 徳 

しあわせ創造部長 芦 田 貴志雄 財政改革部副理事 四至本 直 秀 

都市整備部長 末 原 光 喜   

水道事業理事 南   康 明   
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教 育 次 長 古 谷   清   

危機管理監 亀 崎 義 夫   

    

 

○本会の書記は次のとおりであります。 

議会事務局長 入 口 博 行 議会事務局副理事 大 山 鐵 男 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 

  日程１  三常任委員長報告 

  日程２ 議案第76号 土地明渡請求事件に係る和解の件 
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（午前１０時３０分 開議） 

○川端啓子議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから平成２３年第３回岬町議会定例会３日目を開会いたします。 

  ただいまの時刻は午前１０時３０分です。 

  本日の出席議員は１４名、全員出席です。 

  出席者数が定足数に達しておりますので、本定例会は成立いたしました。 

  本定例会には、町長以下の関係職員の出席を求めております。 

  これより本日の会議を開きます。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○川端啓子議長 日程１、三常任委員長報告を行います。 

  過日、９月７日の本会議において、総務文教、厚生、事業の各委員会に付託いたしました議案

について、各委員会で慎重に内容の審査をしていただいた、その結果を三常任委員長から報告を

求めます。 

  初めに、事業委員長の報告を求めます。事業委員長、鍛治末雄さん。 

○鍛治事業委員会委員長 議長の許可を得ましたので、事業委員会委員長報告をいたします。 

  ９月７日の本会議において、本委員会に付託されました５件の議案については、９月１３日、

２１日に委員会を開催し、慎重に内容の審査を行いましたので、その経過並びに結果について、

会議規則第４１条第１項の規定により報告いたします。 

  なお、質疑応答等の詳細な内容については、配付しております委員会記録のとおりであります

ので、よろしくお願いいたします。 

  まず、議案第４７号、平成２３年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件のうち、本委員会に

付託をされた案件については、委員会記録のとおり、質疑応答があり、満場一致で可決されまし

た。 

  次に、議案第６２号、平成２２年度岬町一般会計決算認定の件のうち、本委員会に付託された

案件については、委員会記録のとおり、質疑応答があり、満場一致で認定されました。 

  次に、議案第６７号、平成２２年度岬町下水道事業特別会計決算認定の件については、委員会

記録のとおり、質疑応答があり、満場一致で認定されました。 

  次に、議案第６８号、平成２２年度岬町漁業集落排水事業特別会計決算認定の件については、

委員会記録のとおり、質疑応答があり、満場一致で認定されました。 
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  次に、議案第７５号、平成２２年度岬町水道事業会計決算認定の件については、委員会記録の

とおり、質疑応答があり、満場一致で認定されました。 

  以上が、審査経過並びに結果であり、当委員会に付託された５議案は可決・認定すべきものと

決定しております。 

  以上で、私の委員長報告を終わります。 

○川端啓子議長 事業委員長の報告が終わりました。 

  それでは、事業委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 質疑なしと認めます。 

  次に、厚生委員長の報告を求めます。厚生委員長、反保多喜男さん。 

○反保厚生委員会委員長 議長の許可を得ましたので、厚生委員会委員長報告をいたします。 

  ９月７日の本会議におきまして、本委員会に付託されました１０件の議案については、９月１

４日に委員会を開催し、慎重に内容の審査を行いましたので、その経過並びに結果について、会

議規則第４１条第１項の規定により報告いたします。 

  なお、質疑応答等の詳細な内容につきましては、配付しております委員会記録のとおりであり

ますので、よろしくお願いします。 

  議案第４７号，平成２３年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件のうち、本委員会に付託さ

れた案件については、委員会記録のとおり、質疑応答があり、満場一致で可決されました。 

  議案第４８号、平成２３年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１次）の件につきまして

は、質疑・討論なく、満場一致で可決されました。 

  議案第４９号、平成２３年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１次）の件

につきましては、質疑・討論なく、満場一致で可決されました。 

  議案第５２号、岬町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する件につきましては、質

疑・討論なく、満場一致で可決されました。 

  議案第６２号、平成２２年度岬町一般会計決算認定の件のうち、本委員会に付託されました案

件については、委員会記録のとおり、質疑応答、反対討論があり、挙手多数で認定されました。 

  議案第６４号、平成２２年度岬町国民健康保険特別会計決算認定の件につきましては、委員会

記録のとおり、質疑応答、反対討論があり、挙手多数で認定されました。 

  議案第６５号、平成２２年度岬町老人保健特別会計決算認定の件については、質疑・討論なく、
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満場一致で認定されました。 

  議案第６６号、平成２２年度岬町後期高齢者医療特別会計決算認定の件につきましては、委員

会記録のとおり、質疑、反対討論があり、挙手多数で認定されました。 

  議案第６９号、平成２２年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）決算認定の件につきまし

ては、委員会記録のとおり、質疑応答、賛成討論があり、満場一致で認定されました。 

  議案第７０号、平成２２年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算認定の件に

つきましては、委員会記録のとおり、質疑応答があり、満場一致で認定されました。 

  以上が、審査経過並びに結果であり、当委員会に付託された１０議案は可決・認定すべきもの

と決定しております。 

  以上で、私の委員長報告を終わります。 

○川端啓子議長 厚生委員長の報告が終わりました。 

  それでは、厚生委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 質疑なしと認めます。 

  次に、総務文教委員長の報告を求めます。総務文教委員長、田島乾正さん。 

○田島総務文教委員会委員長 議長の許可を得ましたので、総務文教委員会委員長報告をします。 

  ９月７日の本会議において、本委員会に付託されました１１件の議案については、９月１５日

に委員会を開催し、慎重に内容の審査を行いましたので、その経過並びに結果について、会議規

則第４１条第１項の規定により報告します。 

  なお、質疑応答等の詳細な内容については、配付しております委員会記録のとおりであります。

よろしくお願いします。 

  議案第４７号、平成２３年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件のうち、本委員会に付託さ

れた案件については、委員会記録のとおり質疑応答があり、満場一致で可決されました。 

  議案第５０号、平成２３年度岬町深日財産区特別会計補正予算(第１次)の件については、質

疑・討論なく、満場一致で可決されました。 

  議案第５１号、岬町税条例等の一部を改正する件については、委員会記録のとおり質疑応答・

反対討論があり、挙手多数で可決されました。 

  議案第５３号、スポーツ基本法の施行に伴う関係条例の整理に関する件については、委員会記

録のとおり質疑応答があり、満場一致で可決されました。 
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  議案第５４号、岬町財産区管理会条例の一部を改正する件については、委員会記録のとおり質

疑応答があり、挙手多数で可決されました。 

  議案第６２号、平成２２年度岬町一般会計決算認定の件のうち、本委員会に付託された案件に

ついては、委員会記録のとおり質疑応答、反対討論があり、挙手多数で認定されました。 

  議案第６３号、平成２２年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算認定の件については、

質疑・討論なく、満場一致で認定されました。 

  議案第７１号、平成２２年度岬町淡輪財産区特別会計決算認定の件から、議案第７４号、平成

２２年度岬町谷川財産区特別会計決算認定の件までの４件については、一括議題とし、委員会記

録のとおり質疑応答があり、４件とも満場一致で認定されました。 

  以上が、審査経過並びに結果であり、当委員会に付託された１１議案ともに可決・認定すべき

ものと決定しております。 

  以上で、報告を終わります。 

○川端啓子議長 総務文教委員長の報告が終わりました。 

  それでは、総務文教委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 質疑なしと認めます。 

  以上で、三常任委員長の報告が終わりました。 

  ただいまから、議案第４７号「平成２３年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件」について、

討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  反対討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 では、次に賛成の方の発言を許可します。 

  中原議員。 

○中原 晶議員 本件の中には防災対策、特に津波の対策について公共施設への海抜表示板の設置

の予算が盛り込まれておりまして、この件について高く評価をするものであります。 

  なお、設置後に関しましては、住民の皆さんに広く周知をし、日常から意識をしていただける

ように働きかけを行い、有効な活用をこの場で改めて求めておきたいと思います。 

  もう１点、産業集積にかかわる予算化がありましたが、地域産業の活性化を図るという目的に
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ふさわしい運用をこの場で求めて賛同したいと思います。 

○川端啓子議長 中原議員の討論が終わりました。 

  他に討論ございませんか。 

  反対討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 では、小川議員どうぞ。 

○小川日出夫議員 本件につきましては、厚生委員会及び行財政改革委員会の場でもご意見申し上

げましたところでありますが、この場におきまして要望しておきたいと思います。 

  赤バスの件でございます。赤バスの運営補助金に対する補正予算については、本年度の残り８

カ月分とし、１カ月１５０万円掛ける８で１，２００万円が必要だということです。この件に対

する補正予算を聞きましたが、私はこの理由について納得はしていません。 

  このような話は当初予算の作成当時に議論すべきものです。減価償却の話は何年も前からわか

っていることです。ましてや、行革ではこの運営補助金を３，８００万円に削減する話が進んで

おります。５年間で２，０００万円の削減を掲げておきながら、今回１，２００万円の補正では、

今まで何を議論してきたのでしょうか。 

  この合計３，２００万円を残り４年で達成するには、１年分をもう４００万円として、１年間

の補助金を３，４００万円にしなければ達成できません。これでは今までどおりの路線や運賃で

はやっていけそうにもありません。今回の補正については、住民の大事な交通手段をとめるわけ

にはいきませんので賛成するものです。 

  ピアッツァ５の運営については大幅な削減がなされました。受益者負担とサービスの質につい

て担当部署で早急に方針を出すことを求め賛成討論といたします。 

○川端啓子議長 小川議員の討論が終わりました。 

  他に討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 これで討論を終わります。 

  これより、議案第４７号「平成２３年度岬町一般会計補正予算（第２次）の件」について、起

立により採決いたします。 

  本件についての三常任委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものと決定しております。 

  三常任委員長の報告のとおり、可決することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 
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○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

  議案第４８号「平成２３年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１次）の件」について、

討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第４８号「平成２３年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１次）の件」

について、起立により採決いたします。 

  本件についての厚生委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものと決定しております。 

  厚生委員長の報告のとおり、可決することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第４８号は原案のとおり可決されました。 

  続いて、議案第４９号「平成２３年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１

次）の件」について、討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第４９号「平成２３年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算(第

１次)の件」について、起立により採決いたします。 

  本件についての厚生委員長の報告は原案のとおり可決すべきものと決定しております。厚生委

員長の報告のとおり可決することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第４９号は原案のとおり可決されました。 

  議案第５０号「平成２３年度岬町深日財産区特別会計補正予算(第１次)の件」について、討論

を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第５０号「平成２３年度岬町深日財産区特別会計補正予算(第１次)の件」につ

いて、起立により採決いたします。 
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  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、可決することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第５０号は原案のとおり可決されました。 

  議案第５１号「岬町税条例等の一部を改正する件」について、討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  まず、原案に反対の方の発言を許可いたします。 

  中原議員、どうぞ。 

○中原 晶議員 本件についての考え方は委員会の場でも申し上げたところでありますけれども、

この場で改めて申し上げたいと思います。 

  本件については、上位法の改定に伴う条例の改定であり、その上位法の考え方に同意できない

内容が含まれていることから賛同できないと考えるものであります。 

  株式の配当割や譲渡所得の軽減税率の延長については、大資産家を優遇するものであり、こう

いったものこそ震災復興の予算に充てるべきもので、延長するべきではないと考えるものであり

ます。 

  また、納税者への罰則の強化が盛り込まれており、今後行きすぎた権力の行使が懸念されるも

のであります。 

  こうした点から賛成はいたしませんが、私自身がお見受けする範囲においては、町税の運用に

ついては比較的丁寧で実情に即した運用をされていると感じているものでありますので、今後の

運用に当たっても乱暴な権力行使とならないように、あわせて求めておきたいと思います。 

○川端啓子議長 次に、原案に賛成の方の発言を許可いたします。 

  討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 これで、討論を終わります。 

  これより、議案第５１号「岬町税条例等の一部を改正する件」について、起立により採決いた

します。 

  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、可決することに賛成の皆さんの起立を求めます。 
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（起立多数） 

○川端啓子議長 起立多数です。よって、議案第５１号は原案のとおり可決されました。 

  議案第５２号「岬町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する件」について、討論を

行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第５２号「岬町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する件」につい

て、起立により採決いたします。 

  本件についての厚生委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものと決定しております。 

  厚生委員長の報告のとおり、可決することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第５２号は原案のとおり可決されました。 

  議案第５３号「スポーツ基本法の施行に伴う関係条例の整理に関する件」について、討論を行

います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第５３号「スポーツ基本法の施行に伴う関係条例の整理に関する件」について、

起立により採決いたします。 

  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、可決することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第５３号は原案のとおり可決されました。 

  議案第５４号「岬町財産区管理会条例の一部を改正する件」について、討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  まず、原案に反対の方の発言を許可します。 

  反対討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 次に、原案に賛成の方の発言を許可いたします。 
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  中原議員。 

○中原 晶議員 本件については、総務文教委員会では挙手をしませんでしたので、反対と受けと

められたかと思いますけれども、私といたしましては、委員会の時点では賛否を決しがたいと判

断した結果であったということをまずはこの場で申し上げておきたいと思います。 

  民主主義の観点から申し上げますと、態度表明に賛成と反対しかないというのは不完全だと考

えるものであり、本来ならば保留という態度も認めるべきであると考えるものでありますが、現

時点ではルール上、賛否のみの表明となっており、委員会の段階ではより深い検討を加えたかっ

たため挙手しないという結果にならざるを得なかったことをまずは申し上げておきたいと思いま

す。 

  本件につきましては、委員の任期について再任を認めると追記するもので、それ自体は条例を

補完するものとして妥当性のある措置だと考えるものであり、賛同するものであります。 

  ただし、今後の運用に当たっては、委員を選任する際、地域の要望等、尊重されるように改め

て強く求めて賛同いたします。 

○川端啓子議長 他に討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 これで討論を終わります。 

  これより、議案第５４号「岬町財産区管理会条例の一部を改正する件」について、起立により

採決いたします。 

  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり可決すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、可決することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第５４号は原案のとおり可決されました。 

  議案第６２号「平成２２年度岬町一般会計決算認定の件」について、討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  まず、原案に反対の方の発言を許可いたします。 

  中原議員。 

○中原 晶議員 昨年度の一般会計決算について、認定しかねるという立場を申し上げたいと思い

ます。 

  １年間の町の仕事については評価できる点、また評価できない点、さまざま含まれているのは

当然のことかと思いますけれども、昨年度においては家庭ごみの無料化の継続の努力が図られた
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点や、また、そのほかの審議の中で、来年度については不燃ごみの拠点回収を行うというような

今後の努力方向も示されたところであります。 

  委員会の審議の中でも、人口の減少もありますけれども、減量化が進んでいるということが示

され、住民の協力が図られていることが確認されたところであります。こういった住民の努力が

実る施策の充実を今後、町としても引き続いて強めていただきたいと求めるものであります。 

  また、妊産婦健診の公費助成の増額や小学校など公共施設の耐震化を進めるなど、住民の安全

と安心、そして願いにこたえた施策の実施が認められると考えるものであります。 

  しかしながら、もう一方で、昨年度においては子ども医療費の年齢の引き上げが見送られ、ま

た、委員会の審議でも申し上げたところでありますが、相談事業については法律相談と人権相談

の件数当たりの費用に大きな不均衡があると感じざるを得ない実態が示され、是正が図られない

ままの実施となりました。相談事業についての必要性は認めるものでありますが、相談の実態に

応じた改善を求めておきたいと思います。 

  また、就学援助制度においては対象となる子どもの増加傾向が続いているにもかかわらず、２

００７年度に縮小された基準の見直しも行われず、さらには文部科学省が示していた追加項目を

ふやすという措置もとらないままの実施となり、制度の充実が求められるところだと考えるもの

であります。 

  来年度予算での改善と住民の願いにこたえる施策の拡充を求めて本決算には認定しかねるとい

う立場を申し上げます。 

○川端啓子議長 次に、原案に賛成の方の発言を許可いたします。 

  討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 他に討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第６２号「平成２２年度岬町一般会計決算認定の件」について、起立により採

決いたします。 

  本件についての三常任委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  三常任委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立多数） 
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○川端啓子議長 起立多数です。よって、議案第６２号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第６３号「平成２２年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算認定の件」について、

討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第６３号「平成２２年度岬町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算認定の件」

について、起立により採決いたします。 

  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第６３号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第６４号「平成２２年度岬町国民健康保険特別会計決算認定の件」について、討論を行い

ます。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  まず、原案に反対の方の発言を許可いたします。 

  中原議員。 

○中原 晶議員 これまで国民健康保険につきましては、高すぎる保険料の引き下げを繰り返し求

めてきたものでありますが、委員会の審議において、加入者の強い願いである保険料の引き下げ

は実現されなかったこと、あわせて、そのことへの努力が払われなかったことが確認されたとこ

ろであります。 

  高い保険料の支払いのために受診抑制など健康を損ないかねない実態があり、加入者の願いに

こたえ、命と健康を守る責任を果たすように改めて求めるものであります。 

  本決算には、そういった点から認定しかねるという立場であります。 

○川端啓子議長 次に、原案に賛成の方の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 他に討論ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 これで討論を終わります。 

  これより、議案第６４号「平成２２年度岬町国民健康保険特別会計決算認定の件」について、

起立により採決いたします。 

  本件についての厚生委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  厚生委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立多数） 

○川端啓子議長 起立多数です。よって、議案第６４号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第６５号「平成２２年度岬町老人保健特別会計決算認定の件」について、討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第６５号「平成２２年度岬町老人保健特別会計決算認定の件」について、起立

により採決いたします。 

  本件についての厚生委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  厚生委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第６５号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第６６号「平成２２年度岬町後期高齢者医療特別会計決算認定の件」について、討論を行

います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  まず、原案に反対の方の発言を許可いたします。 

  中原議員。 

○中原 晶議員 後期高齢者医療制度については、かねてから速やかな制度の廃止を求める立場を

申し上げてきたところでありますけれども、政権交代が行われた後も公約だったこの制度の廃止

が実現されないまま現在に至っております。 

  新しい内閣のもとでこの制度の廃止がより一層危ぶまれる状況になっていると考えるものであ
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ります。 

  本制度の早期廃止を求める立場から、本決算の認定には賛同しないというものであります。 

○川端啓子議長 次に、原案に賛成の方の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 他に討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、議案第６６号「平成２２年度岬町後期高齢者医療特別会計決算認定の件」について、

起立により採決いたします。 

  本件についての厚生委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  厚生委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立多数） 

○川端啓子議長 起立多数です。よって、議案第６６号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第６７号「平成２２年度岬町下水道事業特別会計決算認定の件」について、討論を行いま

す。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第６７号「平成２２年度岬町下水道事業特別会計決算認定の件」について、起

立により採決いたします。 

  本件についての事業委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  事業委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第６７号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第６８号「平成２２年度岬町漁業集落排水事業特別会計決算認定の件」について、討論を

行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第６８号「平成２２年度岬町漁業集落排水事業特別会計決算認定の件」につい

て、起立により採決いたします。 

  本件についての事業委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  事業委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第６８号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第６９号「平成２２年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）決算認定の件」について、

討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

  まず、原案に反対の方の発言を許可いたします。 

  反対討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 次に、原案に賛成の方の発言を許可いたします。 

  中原議員。 

○中原 晶議員 介護保険につきましては、昨年度においては今期の保険料を基金の取り崩しによ

り引き下げをされるという英断が過去においてなされ、その努力を一定評価するというものであ

ります。 

  また、委員会審議において軽度者からのサービスの取り上げにつながる総合事業の創設の見送

りが確認され、妥当な判断をなされたということも考慮し、認定に反対するという立場はとりま

せん。 

  しかしながら、保険あってサービスなしという制度の本質は変わらず、法改定のたびに貧しく

されるばかりであることは指摘せざるを得ない点であります。 

  また、介護保険料が高いという声も引き続き聞かれているところでありますので、来期の保険

料の引き下げと減免制度の拡充等、制度上の充実を求めて本決算認定に賛同するものであります。 

○川端啓子議長 他に討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 これで討論を終わります。 
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  これより、議案第６９号「平成２２年度岬町介護保険特別会計（保険事業勘定）決算認定の

件」について、起立により採決いたします。 

  本件についての厚生委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  厚生委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第６９号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第７０号「平成２２年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算認定の件」

について、討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第７０号「平成２２年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）決算

認定の件」について、起立により採決いたします。 

  本件についての厚生委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  厚生委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第７０号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第７１号「平成２２年度岬町淡輪財産区特別会計決算認定の件」について、討論を行いま

す。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第７１号「平成２２年度岬町淡輪財産区特別会計決算認定の件」について、起

立により採決いたします。 

  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第７１号は原案のとおり認定することに決定いたし
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ました。 

  議案第７２号「平成２２年度岬町深日財産区特別会計決算認定の件」について、討論を行いま

す。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第７２号「平成２２年度岬町深日財産区特別会計決算認定の件」について、起

立により採決いたします。 

  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第７２号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第７３号「平成２２年度岬町多奈川財産区特別会計決算認定の件」について、討論を行い

ます。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第７３号「平成２２年度岬町多奈川財産区特別会計決算認定の件」について、

起立により採決いたします。 

  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第７３号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第７４号「平成２２年度岬町谷川財産区特別会計決算認定の件」について、討論を行いま

す。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 
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  これより、議案第７４号「平成２２年度岬町谷川財産区特別会計決算認定の件」について、起

立により採決いたします。 

  本件についての総務文教委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  総務文教委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第７４号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  議案第７５号「平成２２年度岬町水道事業会計決算認定の件」について、討論を行います。 

  これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 討論なしと認めます。 

  これより、議案第７５号「平成２２年度岬町水道事業会計決算認定の件」について、起立によ

り採決いたします。 

  本件についての事業委員長の報告は、原案のとおり認定すべきものと決定しております。 

  事業委員長の報告のとおり、認定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第７５号は原案のとおり認定することに決定いたし

ました。 

  以上で、三常任委員会に付託されました案件はすべて議決されました。 

  各委員の皆さん、本当にご苦労様でございました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○川端啓子議長 日程２、議案第７６号「土地明渡請求事件に係る和解の件」を議題といたします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。都市整備部長、末原光喜さん。 

○末原都市整備部長 日程２、議案第７６号、土地明渡請求事件に係る和解の件についてご説明申

し上げます 

  提案理由といたしましては、土地明渡請求事件（大阪地方裁判所堺支部平成２２年（ワ）第２

５８３号）に係る和解について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により、議会の議決

を求めるものでございます。 

  １ 和解の相手方は大阪府泉南郡岬町淡輪１７７０番地、社会福祉法人親光会、代表者理事西
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浦緑。 

  ２ 和解の内容ですが、裏面の別紙和解条項（案）のとおりです。 

  ３ 事件の概要ですが、本件は、社会福祉法人親光会所有の土地の一部に岬町が所有する男鹿

谷仮設水路が設置されていることにより、当該土地の使用、収益を妨害されたとして、相手方よ

り土地の明け渡し及び金員の支払い等を町に求め提訴していたが、裁判所から平成２３年９月２

０日付で和解勧告があり、これに合意が得られたものであります。 

  土地の場所ですが、最終ページをごらんください。資料番号１をご参照ください。丸で囲んだ

部分の太線内が今回の対象箇所となります。 

  議案書の裏面の和解条項（案）をご参照ください。 

  １ 原告は、平成２３年１０月４日、被告に対して、別紙物件目録記載１ないし３の土地のう

ち、別紙１の全体図面及び別紙２ないし４の各地積測量図記載のＰ３、ＨＫ１３、Ｐ６、Ｐ７、

Ｐ３を順次直線で囲んだ部分（１０６．５６平方メートル）、Ｐ３、ＨＫ１２、ＨＫ１１、Ｐ５、

Ｐ８、Ｓ．７、Ｐ７、Ｐ３を順次直線で囲んだ部分（３４７．４５平方メートル）及びＰ８、Ｐ

５、Ｐ９、Ｓ．９、Ｐ８を順次直線で囲んだ部分（８．９６平方メートル）（以下、これらの土

地を「本件土地」という。）を代金３７０万３，７６０円（１平方メートル当たり８，０００

円）で売り渡し、被告はこれを買い受ける。 

  ２ 原告は、本件土地につき速やかに分筆登記手続を行い、被告に対し所有権移転登記手続を

する。ただし、登記手続費用は被告の負担とする。 

  ３ 被告は、原告に対し、第１項の売買代金３７０万３，７６０円を前項の登記手続申請を行

った日から３０日以内に支払う。 

  ４ 原告は、被告に対するその余の請求を放棄する。 

  ５ 原告及び被告は、原告と被告との間に、本件に関し本和解条項に定めるほか、何らの債権

債務のないことを相互に確認する。 

  ６ 訴訟費用は各自の負担とする。 

  右の物件目録をご参照ください。 

  買い受ける土地は、大阪府泉南郡岬町淡輪１８０６番地、１８０４番地、１８０５番地の３筆

となっております。 

  次に、別紙１をご参照ください。 

  今回の買い受ける土地の全体図面を添付しております。この資料は、別紙２から別紙４に添付

しております地積測量図では位置関係がわかりにくいために添付されております。 
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  図中の左から１８０６の２番地、１８０４の２番地、１８０５の２番地が買い受ける部分とな

ります。 

  次に、別紙２をご参照ください。 

  この資料は、１８０４番地の分筆部分を示しておりまして、①の１８０４の２番地が買い受け

る部分となります。面積は、左上の求積表で地積３４７．４５平方メートルとなります。 

  次に、別紙３をご参照ください。 

  この資料は、１８０５番地の分筆部分を示しておりまして、①の１８０５の２番地が買い受け

る部分となります。面積は、求積表の地積で８．９６平方メートルとなります。 

  次に、別紙４をご参照ください。 

  この資料は、１８０６番地の分筆部分を示しておりまして、①の１８０６の２番地が買い受け

る部分となります。面積は、求積図の地積で１０６．５６平方メートルとなります。 

  以上でございます。よろしくご審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○川端啓子議長 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  これより本件に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。 

  討論ございませんか。 

  まず、原案に反対の方の発言を許可いたします。 

  次に、原案に賛成の方の発言を許可いたします。 

  小川議員。 

○小川日出夫議員 本件につきましては、過去の事業委員会の場でもご意見申し上げましたように、

この場におきまして要望しておきたいと思います。 

  平成１５年に親光会と岬町長が結んだ協定に基づいて７，０００万円を超える工事費を施行す

ることについて、平成２１年１２月の補正予算計上時にももっと別の解決方法があるのではない

かと提案させていただきました。 

  その内容は、今回和解案に示されているのと同じように、土地を買収してしまうことだったと

記憶しております。今回の結果については、工事費も安価におさまり満足すべきものであると思

っております。 

  しかしながら、当時の協定書の締結については、十分な調査がなされず、安易に解決を急ぎす
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ぎたものだと考えております。 

  今後、協定書の作成に当たっては、内容を十分調査し、弁護士等の助言も得て締結するよう要

望して賛成討論を終わります。 

○川端啓子議長 他に討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○川端啓子議長 これで討論を終わります。 

  これより、議案第７６号「土地明渡請求事件に係る和解の件」を、起立により採決いたします。 

  本件は、原案のとおり決定することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（起立全員） 

○川端啓子議長 満場一致です。よって、議案第７６号は原案のとおり可決されました。 

  以上をもって今期定例会の会議に付された事件はすべて議了いたしました。 

  以上で、本日の会議を閉じます。 

  これをもって平成２３年第３回岬町議会定例会を閉会いたします。 

  慎重審議ありがとうございました。 

（午前１１時２４分 閉会） 
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